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今月の表紙

小淵沢東保育園他 3 園で、スポーツ
推進委員による、リズムで元気をつなぐ
笑顔の体力測定会～健康で明るい園児
の育成～が行われました。
この事業は、子どもの頃から体を動か
す習慣を楽しく身に着けることで基礎
体力の向上や一生涯健康に過ごせるよ
う始まったもので、本年で 6 年目の取
り組みとなります。
体力測定会では、「障害物走」「立ち幅
跳び」「ボール投げ」の 3 種が行われ、
子どもたちは戸惑いながら何度も挑戦
し、笑顔があふれていました。
お友だちが取り組んでいる時は応援
するなど、みんなで取り組む大切さや楽
しさを学ぶことができました。
今後もこの時の体験を活かして、大き
く育って欲しいです。

数字で見るまちの動き

人口 46,585人（－ 50人）
男 22,806人（－ 15人）
女 23,779人（－ 35人）

世帯 21,364世帯（－ 7世帯）

P.6 ・3月は「自殺対策強化月間」
・3月 1日は「山梨いのちの日」

P.3～ ・今月の健幸北杜

P.7 ・子育て世代包括センターから
・包括支援センター移転について

連載コーナー

P.8 ・教育センター廃止と公民館
・東京 2020 オリンピック・パラリンピック

P.9 ・減災力のつよいまちづくり

P.10 ・地域とともに

P.11 ・地域公共交通

P.14 ・子育てカレンダー

P.16 ・国民健康保険からのお知らせ
・2019 いいことチャレンジ健幸ほくと

P.17 ・「でかけ～る」体験ボランティア募集
・「高齢者集いの場」を作りませんか

P.18 ・「ふくろうの宝箱」加盟店募集
・資料館からのお知らせ

P.19 ・第 2回 芸術文化講座

P.20 ・ＪＲ中央線沿線の方対象のアンケート調査
・農業委員・農地利用最適化推進委員募集
・空き家バンク 補助対象の拡充

P.21 ・図書館インフォメーション

P.22 ・くらしの情報

P.28 ・今月のお誕生
・北杜のお宝

お知らせ

2広報ほくと 令和 2年 3月号

北杜市の人口と世帯
令和 2年 2月 1日現在
※（ ）内は前月比

中部横断自動
車道について
ＱＲコード

北杜市
公式 Twitter
ＱＲコード
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北杜ほっとメール
登録用QRコード

山梨県土砂災害
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北杜市とコカ・コーラボトラーズジャパン株式会社は、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の機運醸成と次世代へのレガシー創出とともに、環境保全や地域の活性化を目的と
した包括連携協定を締結しました。

渡辺市長は、『市民の皆さまとともに歴史的オリンピックを盛り上げていきたい、そして「北
杜の宝」である子どもたちに、このオリンピックの歴史的感動を記憶に残してもらいたい』とあ
いさつしました。そうした思いと「コカ・コーラボトラーズジャパン様」のオリンピックの聖火
とともに、日本各地の絆をつないでいきたいとの思いがマッチし、締結の運びとなりました。
これを機に市民の「一人いちスポーツ」の推進と、スポーツや健康づくりを中心に「健幸北杜」

の実現に向け、今後もさまざまな取り組みを進めていきます。

市、コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社
地域活性化に関する包括連携協定を締結
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包括連携協定の主な内容

⑴オリンピック・パラリンピックの機運醸成およ
びレガシー創出に関すること

⑵地域活性化に関すること
⑶ 子どもに関すること
⑷防犯・防災に関すること
⑸健康福祉に関すること
⑹森林環境保全に関すること
⑺生涯学習スポーツの普及、「一人一人スポーツ」
の推進に関すること

⑻芸術文化に関すること
⑼ＳＤＧｓの基本理念に基づく活動に関すること
⑽その他本協定の目的に沿うこと
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第 2北杜市総合戦略に伴う意見交換会が行われました。
本年度末に策定を予定している「第 2次北杜市総合戦略」をテーマに行われたものです。地域

委員会連絡協議会や、民生委員などの各種団体からおよそ 50 人が出席しました。
意見交換会に先立ち、渡辺市長が「みんなでつくろう健幸北杜を合言葉に市民や企業に皆さま

との連携と協働を測る中で、内容豊かなサービスを作り出していきたい」とあいさつしました。
意見の中には、「ＳＤＧｓ持続可能な地域づくりを総合戦略

の一部に絡めて欲しい」、市内に最近人気スポットができた事
など北杜市の観光資源をＰＲして、もう少し賑やかにするよ
う取り組みをしていってもらいたい」などの意見がありまし
た。第 2 次北杜市総合戦略に掲載されるのは、新規事業やリ
ニューアル事業を含めて 764 件で、策定後も「みんなでつく
ろう健幸北杜」の実現に向けて、進化を続けていきます。

第 2次北杜市総合戦略に伴う意見交換会
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たくさんの「フクロウ」をいただきました 1月 6日㈪

長坂町の井出亨様から手作りの木彫りのフクロウをいただきま
した。
北杜市の鳥に制定されているフクロウは、幸福を呼び込む縁起の
良い鳥としても親しまれています。
フクロウグッズのコレクターである井出様は、市の鳥がフクロウ
であることから、毎年北杜市へ寄贈してくださっています。
いただいたフクロウは市役所など、市の公共施設で飾らせてい

ただきます。ありがとうございました。
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次世代のオリンピアンを目指して
県立八ヶ岳スケートセンターで、アルベールビルオリ

ンピックの出場経験を持つ石川洋子さんを講師に迎え、
スケート教室を開催しました。
当日は、市内外の小学生 26 人が参加し、石川さんか

らオリンピックの貴重なお話を伺い、世界トップレベル
で活躍された中で培ったスケートの滑走技術やトレー
ニング方法を学びました。

各町の代表同士で熱戦 2月 8日㈯
第 14 回市長杯争奪北杜市地区対抗囲碁大会が、北杜市囲碁

美術館で行われました。
大会では、市内８地区代表の有段者や愛好者などに混ざり、

女性や小学生も参加し約 80 人が集い、5人 1 組の団体戦方式
で行われ、囲碁の腕を競いました。
結果は次の通りです。

Ａ部門（無差別） Ｂ部門（4段以下）
優 勝 須玉地区チーム（初） 優 勝 長坂地区チーム
準優勝 長坂地区チーム 準優勝 小淵沢地区チーム
第３位 高根地区チーム 第３位 高根地区チーム
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BMXの楽しさを学びました！
東京 2020 オリンピックの競技種目で、北杜市でフランスが事前合宿をする「BMX」を学ぶ教室を

市内の小学校 3校（明野小、泉小、武川小）で開催しま
した。
プロライダーである栗瀬裕太さんを講師に、栗瀬さ

んが BMXを始めるきっかけや、好きだからこそ練習に
打ち込んだこと、後進のために BMX練習施設を作った
ことなどを児童にお話をされました。また、実際に
BMX にのり、カーブやコブを体験するなど BMX の楽
しさや面白さを学びました。
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緑の募金にご協力ありがとうございました
昨年中、市民の皆さまから 3,454,286 円の緑の募金（家庭募金）をお寄せいただきました。ご協力

ありがとうございました。
この募金は、公益財団法人山梨県緑化推進機構に納められ、森林整備事業や緑化推進事業などに活

用されます。北杜市緑化推進会議では、皆様からの緑の募金をもとに、苗木・花苗代、肥料代や資材
費の補助を行うなど、市民参加の植樹活動や森林整備活動を支援しています。
地域が主体となり、公園や公民館などにおいて、下記の要件を満たす緑化活動を予定されている場

合はご相談ください。

「ワン・ツー・ストップ！」が合言葉
4 月から小学校に入学する市内の保育園年長児を対象に、交通安全教

室が各保育園で行われました。
警察官と専門交通指導員の指導のもと、信号機のある横断歩道や見通

しの悪い交差点の渡り方など、登下校中の交通事故防止のためのポイン
トを聞きながら楽しく取り組みました。
この教室で習った「ワン･ツー･ストップ」を合言葉に、左右をよく見

て道路を渡り、交通ルールを守って小学校に通います。
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山田 ひろ子さん（大泉町）大正 9年 1月 1日生まれ

1 月 1 日に誕生日を迎えられたひろ子さんは、お正月には家族皆
が集まり、100 歳を祝うパーティーを開いてもらったそうです。お
部屋に飾られたお写真の中のひろ子さんはたくさんのご家族に囲ま
れとても幸せそうな笑顔でした。
また、早くにご主人を亡くされ、やさしい義父や地域のみなさん

の手助けで 3人の息子さんを立派に育て上げたひろ子さんの「嬉し
いことも楽しいことも悲しいこともあった。でもそれが人生よ。」
とおっしゃった言葉には深さと重みがありました。

100 歳おめでとうございます
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宝くじ助成金の活用をしています。
須玉町増富地区神部大和神楽保存会
須玉町増富地区の神部大和神楽保存会では、（一財）自治総合センターの宝くじ

社会貢献活動である「一般コミュニティ助成事業」を活用
して、神楽に使用する綺羅装束や天冠などを整備しました。保存会は、毎年
春に奉納を行い、秋には地区の文化祭で舞を披露しています。
今回の事業活用により、地域の伝統文化の継承をさらに継続していきます。

要件
・自主的かつ組織的な活動であること ・営利を目的としたものではないこと
・令和 2年 11 月までの活動の実施が確実であること ・手入れ等を行って維持管理ができること
※国、県、市から他の補助金や助成金等を受けている場合は、ご相談時もその旨をお知らせください。

北杜市緑化推進会議事務局（林政課内） 林政課 TEL 42・1353 FAX 42・5216

5 広報ほくと 令和 2年 3月号
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」

突
然
で
す
が
、日
本
の
年
間
自
殺
者
数
を
ご
存
知
で
す
か
？
答
え
は
、2
万
８
４
０
人
で
す（
平
成
30

年
）。そ
の
数
は
、交
通
事
故
死
亡
者
数
の
約
5.9
倍
に
も
上
り
ま
す
。特
に
、3
月
は
例
年
、月
別
自
殺
者
数
が

最
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。自
殺
の
背
景
に
は
、何
ら
か

の
こ
こ
ろ
の
病
気
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、中
で
も
う
つ
病
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
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ま
す
。

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
く
こ
と
が
難
し
く
、
重
症
化
す
れ
ば
自

ら
命
を
絶
つ
よ
う
な
事
態
に
な
り
か
ね
ず
、周
り
の
人
の
気
づ
き
や
声
か
け
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
も
し
、

あ
な
た
の
周
り
に
気
に
な
る
人
が
い
た
ら
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

★こんなサインを見逃さないで！
～サインに気付いたら自分にできる声かけを！～

□以前と比べて表情が暗く、元気がない
□遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する
□体調不良の訴え（身体の痛みや倦怠感）が多くなる
□趣味やスポーツ、外出をしなくなる
□周囲との交流を避けるようになる
□飲酒量が増える
□仕事や家事の能率が低下、ミスが増える
□考えがまとまらない

★あなた自身のこころはお元気ですか？
～自己チェックしてみましょう～

□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
□自分が役に立つ人間だと思えない
□以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じ
られる

□わけもなく疲れたような感じがする
・2 項目以上あてはまり、その状態が 2 週間以上ほとん
ど毎日続いていて、そのためにつらい気持ちになる、
日々の生活に支障が出る場合、うつ病の可能性があり
ます。

＊必要に応じて、医療機関を受診することも大切です。

★うつ病のサインにきづいたら、早めの相談・治療が大切です！

～こころの悩み相談窓口～

・こころの健康相談統一ダイヤル（自殺防止電話相談）

☎ 0570-064-556 平日 午前 9時～正午 /午後 1時～4時

夜間 火～土 午後 4時～10 時

～こころの体温計チェックサイト～

こころや身体の疲れ・不調を感じていませんか？

ちょっと疲れていると感じたら「こころの体温計」で

チェックしてみましょう。

健康増進課 TEL 42-1335 FAX 42-1123

携帯、スマートフォンから
QRコードをご利用いただけます
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開設から３年。子育て世代包括支援センターは、妊娠準備期から子育て期まで切れ目のない
支援を日々おこなっております。今後もよりみなさまに親しみを感じていただけたらと

“ほくとっこ“ の愛称で一人一人に寄り添っていきます。気軽にご相談ください。

地域包括支援センターが高根総合支所に移転します

４月１日から専門職種を強化し、高齢者やご家族が気軽に相談できる拠点となります。

（令和元年度）市民部介護支援課

本
庁
舎

担当名 主な業務

包括支援担当

高齢者の相談
権利擁護
成年後見
高齢者虐待
介護予防事業
認知症施策

介護保険担当 介護保険業務

（令和 2年度）健幸市民部介護支援課

高
根
総
合
支
所

担当名 主な業務

包括支援担当
（地域包括支援センター）

高齢者の相談
権利擁護
成年後見
高齢者虐待
介護予防ケアマネジメント
在宅医療・介護連携推進
認知症初期支援事業 等

本
庁
舎

介護予防担当
一般介護予防事業
生活支援体制整備事業
認知症予防事業 等

介護保険担当 介護保険業務

介護支援課 TEL 42-1336 FAX 42-1125

相談はこちら ➡ ほくとっこ元気課
TEL 42-1401 FAX 30-4144

子どもの養育・家庭関係に関することなど、
さまざまな子どもの問題・心配ごと、児童虐待・
DVなどの相談に応じています。
家庭児童相談員、母子父子支援員が、相談さ
れる方に寄り添って[おひさま]のように明るく
照らしサポートをしていきます。

妊産婦・育児・栄養・家庭児童・児童虐待・DV・
ひとり親、子育てに係る相談に各専門のスタッ
フが対応し、サポートしています。センター内
には、親子が集まるつどいの広場[はっぴいた
んたん]も併設。

子育て世代包括支援センター

“ほくとっこ”ってこんなとこ！

センター内

家庭児童相談室 [おひさま]
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教育センターの廃止と公民館について
4 月 1 日から各 8地区の公民館に館長を配置し、教育センターの窓口業務などを移行します。生涯

学習講座などの各種事業は、生涯学習課で行います。
（現在）

事務所・連絡先
南部教育センター

東部教育センター

北部教育センター

西部教育センター

℡：42-1435
（須玉総合支所内）

℡：42-1445
（高根総合支所内）

℡：42-1495
（生涯学習センター

こぶちさわ内）

℡：42-1485
（武川総合支所内）

主な業務
・窓口業務
（公民館、体育施設の各種申請受付など）
・施設管理（鍵貸出・返却 等）
・社会教育、社会体育団体事業支援・協力
・生涯学習講座

（4月～）
事務所・連絡先

明野公民館

須玉公民館

高根公民館

長坂公民館

大泉公民館

小淵沢公民館

白州公民館

武川公民館

℡：25-3285
（明野総合会館内）
℡：42-1434
（須玉ふれあい館内）
℡：46-1013
（八ヶ岳やまびこホール内）
℡：32-8228
（長坂コミュニティ・ステーション内）
℡：42-1465
（大泉総合会館内）

℡：42-1495
（生涯学習センターこぶちさわ内）
℡：42-1473
（白州総合支所内）
℡：20-3019
（甲斐駒センターせせらぎ内）

主な業務
・窓口業務
（公民館、体育施設の各種申請受付など）
・施設管理（鍵貸出・返却 等）
・社会教育、社会体育団体支援・協力
※休館日：月曜日
（月曜日が祝日の場合は直後の休日でない日）

生涯学習課 TEL 42-1373 FAX 42-1124

「架空請求詐欺はハガキだけではなく、
封書でも届きます。ご注意ください！」

2019 年 5 月号広報に架空請求詐欺ハガキについて掲載しましたが、最近は封書を使用した
架空請求詐欺が増加しています。

以下のような封書が届いたら架空請求です。
★少しでもおかしいな？と思われたときは、消費生活相談窓口にご相談ください。

消費生活相談窓口（総務課内）TEL 42-1311 FAX 42-1122

消 費 生 活 通 信

・「〇〇裁判所」「民事訴訟管理センター」「地方裁判所管理局」等から普通郵便で届く。
・封筒の表面に「重要」「至急」と判が押されている。
・内容は「訴訟最終告知」「民事訴訟最終通達書」などの訴訟関係の偽文書。
取り下げ最終期日までに記載の電話番号に本人が連絡をするよう案内。
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東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けて
～ 東京２０２０オリンピック聖火リレー ～

前号に引き続き、東京 2020 オリンピック聖火リレーについてご紹介します。
東京 2020 オリンピック聖火リレーは、「Hope Lights Our Way 希望の道を、つなごう。」をコンセ

プトに、3月 26 日に福島県をスタートし、121 日間、日本全国 47 都道府県を巡ります。
聖火ランナーは 1 名あたり約 200 ｍ、1 区間を原則 1 名で走ります。既に山梨県実行委員会が選

考する聖火ランナーとして、北杜市から山本恭佑さん（6月 27 日）、矢野育帆さん（6月 28 日）の 2
名が発表されています。今後、スポンサー企業が募集した聖火ランナーが発表され、6月 27 日に実
施される北杜市ルート 1.6㎞、8区間を走行する聖火ランナーが決定します。
また、聖火到着の前にはスポンサー企業による先導広報車が走り、沿道の皆さまに応援グッズ等の

配布やパフォーマンスが行われ、聖火リレーを盛り上げます。北杜市でも、当日はイベントを開催す
る予定ですので、ぜひ聖火リレーを体感し、聖火ランナーを応援しましょう！

シリーズ 19

生涯学習課 TEL 42-1373 FAX 42-1124

地域課 TEL 42-1323 FAX 42-1122

持続可能で機能する自主防災組織づくり ～自らの命は自ら守る～

ᾛ

行政区や班を単位として自主防災組織を結成し、みんなで地域を守る力、助け合う力、そして、発
災しても被害を最小限にとどめることのできる共助の力を高めましょう。
東日本大震災を教訓に、せっかく組織が結成されてもその組織が持続できない、機能しないなどが、

全国の市町村の課題となっています。自主防災組織を作ることで終わってしまわぬよう、どうすれ
ば「機能する自主防災組織」ができ、その組織が持続可能になるか考えてみましょう。

⑴組織化よりまず
「初動規定の整備」から
組などの小グループで地域

の初動規定を作成し、話し合
い、まずは初動規定に従った
訓練の実施を計画しましょう。

⑵組織や規定が不完全でも、
とにかく訓練
訓練を実施すると、必要な

役割や規定、必要な資機材が
見えてきます。
そこから段階的に組織化を

考えていきましょう。

⑶地域のコミュニティの向上
地域の防災・減災について

みんなで考えて訓練を繰り返
すことにより、地域コミュニ
ティの向上にもつながります。

まだ間に合う「出前塾」

上記の⑴、⑵について、各行政区や班などの総会や公民館活動などにあわせ、地域の減災力につい
て話し合う機会に専門家が出向き、段ボールやペットボトルで作る防災グッズや、親子減災ゲームな
どさまざまなメニューから選択して学ぶことができます。
本年度は 16 件（2月 1日現在）の利用があり、３月 31 日まで利用は可能です。なお、事前申込み

が必要になりますので、早めに地域課までご相談ください。

➡ 専門家が指導します
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川口
かわぐち

諒
まこと

医師

COPD（慢性閉塞性肺疾患）について
塩川病医院内科医師の川口諒です。令和元年 10 月号の広報で COPD

（慢性閉塞性肺疾患）についてお話ししましたが、今回は COPDの予防・
治療・今後の取り組みについてもお話いたします。
COPDとは、主にタバコが原因で肺の中が徐々に壊れておこる、肺の

炎症性疾患のことです。患者さんの 90％以上が喫煙者といわれていま
す。肺の中には肺胞と言われる小さな袋がたくさんあり、息を吸うとそ
の中に空気が入って酸素を取り入れ、息を吐くと気管支という通り道を
空気が出ていきます。COPD の人の肺はタバコによって肺胞に穴が開

塩川病院内科

健康増進課 TEL 42-1335 FAX 42-1123

き、肺の中がスカスカな状態になっています。そして、気管支を支える周りの組織も壊れるの
で息を吐くときにつぶれてしまうため、空気の通り道が狭くなり息が吐きづらくなります。そ
のため、息は吸えるが吐くときに困難を感じる状態となります。このような肺の状態を、肺気
腫と言います。そして、タバコなどの有害物質が主な原因となり、咳・痰が長期間持続する状態
を慢性気管支炎と言います。これら肺気腫と慢性気管支炎を総称するものが COPDです。
主な症状としては、体を動かしたときの息切れ、咳、痰があります。しかし、これらの症状は

加齢や体力の低下によるものであると間違えやすく、呼吸に関する病気であると気づきにくい
のです。そのため、発見が遅れがちであり、症状を自覚した際にはすでに病気が進行している
可能性があります。治療としては、吸入薬（狭くなってしまった気管支を広げる薬）、痰を出し
やすくする薬、在宅酸素療法（酸素を吸うことができる機械を自宅に設置し、酸素を携帯して持
ち歩き体への負担を和らげる）がありますが、早期に治療を始めることで進行を抑えることが
できます。症状が進行すると、動くと苦しいという理由で体を動かさなくなり、体力低下によっ
てさらに息切れが進行するという悪循環を起こします。何よりも予防・早期発見による進行抑
制が大切です。
COPDは決して珍しい病気ではなく、高血圧・脂質異常症・糖尿病などといった生活習慣病と

同様に、予防・早期発見・治療が重要です。

第 2回

新型コロナウイルス感染症に備えて
～一人ひとりができる対策を知っておきましょう～

新型コロナウイルスに関連した感染症が、中国だけでなく日本やアジア各地、アメリカ、
フランス、オーストラリアなどでも確認されています。
発病すると発熱、咳といった呼吸器症状が現れ、現時点では未解明な部分も多く、予防接

種も特効薬もありません。
過剰に心配することなく、「手洗い」「マスクの着用」を含む「咳エチケット」など風邪や

インフルエンザなどの一般的な感染症予防対策が重要です。
※新型コロナウイルス関連の肺炎の発生について、電話窓口が設置されています。

★厚生労働省の電話相談窓口 電話番号：03-3595-2285
受付時間：午前 9時～午後 9時（土日可）

★山梨県専用相談ダイヤル 電話番号：055-223-8896
受付時間：午前 9時～午後 5時（平日）

10広報ほくと 令和 2年 3月号



令和 2年 4月から市民バスが生まれ変わります！
今回は、高根・長坂・大泉エリア、小淵沢エリア、白州・武川エリアの「支線」の概要についてお

知らせします。

支線は、地域（エリア）の特性を考慮した運行で、最寄り施設へ送り届けます
支線（エリア内の移動を担う）は、幹線を補完し、地域を細かく運行し、多くの方がエリア内の最

寄り施設、または幹線に乗り継ぐことができるよう運行します。
支線については、地域の特性を考慮するため、平成 30 年 4月より 4エリアそれぞれで、地域公共

交通運営委員会を立ち上げ、議論を重ねてきました。
検討の結果、3エリア（高根・長坂・大泉エリア、小淵沢エリア、白州・武川エリア）については、

デマンド交通（予約型乗合交通）という方式のバスを運行することとなりました。
デマンド交通は、路線バスやタクシーと異なり、「利用者の予約（デマンド）に応じて、通過するバス

停や行き先、経路を変更しながら運行を行う形式」のバスであり、その共通の特徴は下記のとおりと
なっています。

＜デマンド交通の主な特徴＞

～バス停へ毎日歩いて健康に～

項 目 内 容 備 考

①利用は事前予約が
必要です

・利用にあたっては、利用する日の２週間前から前日までに、
予約を行う必要があります。

・予約方法は、電話またはインターネットとなります。

※詳しい予
約や利用
の手順等
について
は、各総
合支所や
企画課で
配布して
いる資料
をご覧く
ださい。

②初めての利用は、
事前利用者登録が
必要です

・スムーズな予約受付と配車、緊急時の連絡等のため、利用に
あたっては、一度、利用者登録を行う必要があります。

・利用者登録にあたっては、Ｐ 13 にある、利用者登録書の提
出をお願いします。

・利用者登録書は、各総合支所または企画課へ、持参または郵
送にてご提出ください（ＦＡＸの場合は、企画課のみ受付）。

③エリア内の商業施
設や病院、公共施
設や郵便局、金融
機関（総称して「目
的地」）に行くこ
とができます

・皆さまが乗り合って使う公共交通のため、行ける場所（「目
的地」）はエリアごとに決まっています。

・多くの方が生活していく上で必要となる、買い物や通院に関
わる施設に行くことができます。

・各エリア毎の具体例は、次のページをご覧ください。

④運行時間（便）に
合わせて、皆さま
を迎えに行き、送
り届けます

・多くの方を効率的に送迎するため、「お出かけ便」「お帰り便」
を設定して、運行します。

・「お出かけ便」は、ご自宅近くにある「乗り場」から「目的地」へ、
「お帰り便」は、「目的地」から「自宅近く」へ送迎します。

⑤「乗り場（バス停）」
は、自宅近くの集
まりやすい場所に
設置されます

・「乗り場」は、地域や集落ごとに、多くの方が集まりやすく、
かつ、わかりやすい場所として、公民館や集会所、その他の
目印となる施設等の中から、各集落の状況を鑑み、検討し設
定しています。
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＜各エリアのデマンド交通の運行イメージ・概要＞

予約に応じて、各エリア内の目的地へ、週５日（平日）運行します！

企画課 TEL 42-1321 FAX 42-1129

市民バス無料お試しキャンペーン!!（全北杜市民バスが対象）

エリア 目的地
（デマンド交通で直接行ける施設）

乗継ぎ地点
（幹線（路線バス）に乗
継ぐことができる所）

運行時間

高根
長坂
大泉
エリア

主な商業施設や
病院、公共施設
や郵便局、金融
機関など

長坂駅・甲陽病院・きららシ
ティ・ひまわり市場・各総合
支所・図書館・郵便局・金融
機関など

・長坂駅
8 時から 16 時までの間
で、お出かけ便、お帰り
便をそれぞれ運行

小淵沢
エリア

小淵沢駅・進藤医院・サン
ロード・スパティオ小淵沢・
総合支所・郵便局・金融機関
など

・小淵沢駅
・スパティオ小淵沢

7 時半から 15 時半まで
の間で、お出かけ便、お
帰り便をそれぞれ運行

白州
武川
エリア

道の駅はくしゅう・エブリ・
白州診療所・牧原・武川診療
所、各総合支所・郵便局・金
融機関など

・道の駅はくしゅう
・牧原

8 時半から 16 時半まで
の間で、お出かけ便、お
帰り便をそれぞれ運行

新しい市民バスが運用開始となる 4月 1 日㈬から 7日㈫までの 1週間に限り、お試し期間として
全線（「幹線」および「支線」）を無料でご利用いただけます。ぜひこの機会に市民バスをご利用して
みてください。
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北杜市デマンド交通利用者登録申請書
北杜市長 様

申請日 年 月 日

１枚の申請書でご家族３名までご登録できます。

住 所 電話（自宅） 備考欄

北杜市

自宅近くの乗り場名

ふりがな
氏 名

性
別 生年月日 障がいの有無

予約確認連絡・緊急時等連絡先

携帯電話
（ない場合は、
自宅番号）

メール
アドレス○ ○

男

女
年 月 日 有 ・ 無 ※予約確認

連 絡 先 は、
必ずいずれ
かをご記入
の 上、希 望
されるほう
に○をご記
入ください。

男

女
年 月 日 有 ・ 無

男

女
年 月 日 有 ・ 無

お申込み先

企画部企画課
〒 408-0118 北杜市須玉町大豆生田 961-1
TEL 42-1321 FAX 42-1129

各総合支所
増富出張所

○

○

×

企画課

○

○

○

提出先
提出方法

持参

郵送

ＦＡＸ

⑴予約は、当申請書提出の 1週間後から可能となります。（特に登録完了および利用開始のお知らせ
等はいたしません。）

⑵「自宅近くの乗り場名」は、各総合支所で配付、または、市ホームページの乗り場案内図をご確認
の上、必ずご記入ください。

⑶「予約確認連絡・緊急時等連絡先」は、利用日前日の予約確認連絡（午後 3時～5時頃）、運行が中
止になった場合や到着時間に大幅な変更があった場合などの緊急連絡に使用します。連絡のつき
やすい電話番号（携帯電話をお持ちの方は、携帯電話）をご記入ください。また、利用日前日の予
約確認連絡について、お電話ではなく、メールでのご連絡をご希望される方は、メールアドレスを
ご記入いただくとともに、○欄に○印を付けてください。

⑷ご記入いただいた情報は、デマンド交通の登録・予約・運行および統計的な調査・検証以外の目的
には使用いたしません。

＜注意事項＞

☆この申請書は切り離してご利用ください！
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月
火

水
木

金
土

日
1

2
3

4
5

6
7

8

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
9～
12ヶ

月
）

午
前
10
時
30
分
～

ひ
な
ま
つ
り

午
前
11
時
～

避
難
訓
練

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し

会
（
乳
幼
児
親
子
）
午
前
11
時
～

囲
碁
教
室
（
小
学
生
）

午
後
3
時
40
分
～

【
3
歳
児
健
診
】（
H
28.12

生
ま
れ
対
象
）

思
い
出
作
品
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

午
前
10
時
45
分
～

ひ
な
祭
り
会
（
小
学
生
）

午
後
3
時
30
分
～

マ
ナ
ー
教
室
（
小
学
生
）
午
後
4
時
～

お
楽
し
み
会
（
小
学
生
）
午
後
5
時
～

【
2ヶ
月
児
健
診
】

（
H
29.12

生
ま
れ
対
象
）

折
り
紙
制
作
＆
お
絵
か
き

午
前
11
時
15
分
～

お
別
れ
会
準
備
午
前
10
時
30
分
～

誕
生
会
＆
「
ア
リ
ス
の
会
」
の
お
話
会

午
前
11
時
～

ゲ
ー
ム
遊
び
（
小
学
生
）

午
後
3
時
30
分
～

【
12ヶ

月
児
健
診
】

（
H
31.3

生
ま
れ
対
象
）

４
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
（
小
学
生
）

午
後
2
時
30
分
～

親
子
ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ

午
前
10
時
45
分
～

9
10

11
12

13
14

15

リ
ト
ミ
ッ
ク

午
前
10
時
45
分
～

防
災
訓
練

ゲ
ー
ム
遊
び
（
小
学
生
）
午
後
4
時
～

6
年
生
の
お
別
れ
式
（
小
学
生
）

午
後
4
時
30
分
～

【
4ヶ
月
児
健
診
】（
R1.10

生
ま
れ
対
象
）

お
は
な
し
会
（
小
学
生
）

午
後
3
時
30
分
～

ゲ
ー
ム
遊
び
（
小
学
生
）

午
後
3
時
30
分
～

ワ
ク
ワ
ク
教
室
は
く
し
ゅ
う

【
1
歳
6ヶ
月
児
健
診
】

（
H
30.7

生
ま
れ
対
象
）

3
月
生
ま
れ
お
誕
生
日
会

午
前
11
時
～

小
淵
沢
図
書
館
の
方
に
よ
る
お
は
な
し
会

午
前
11
時
～

お
別
れ
会
午
前
10
時
30
分
～

よ
う
こ
そ
お
母
さ
ん
（
0～
4ヶ
月
）

午
前
10
時
30
分
～

離
乳
食
ク
ッ
キ
ン
グ

午
前
10
時
30
分
～

令
和
元
年
修
了
式
＆
お
別
れ
会

午
前
11
時
～
※
要
申
込
み

子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
2
0

M
A
R
C
H3
月

母
と
子
の
教
室

つ
ど
い
の
広
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
児
童
館

母
と
子
の
教
室

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

明
野
児
童
館

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

こ
あ
ら
ル
ー
ム

い
ず
み
ふ
れ
あ
い
児
童
館

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

武
川
児
童
館

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

い
ず
み
ふ
れ
あ
い
児
童
館

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

母
と
子
の
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は
な

し
会
（
乳
幼
児
親
子
）
午
前
11
時
～

囲
碁
教
室
（
小
学
生
）
午
後
3時

40分
～

【
マ
マ
パ
パ
学
級
】
④

午
前
9
時
30
分
～

取
り
外
し
て

貼
っ
て
使
っ
て
ね
！

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

明
野
児
童
館

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

豆
ま
き
会
（
小
学
生
）

午
後
3
時
30
分
～

ワ
ク
ワ
ク
教
室
あ
け
の

ワ
ク
ワ
ク
教
室
あ
け
の

ワ
ク
ワ
ク
教
室
キ
ッ
ズ
た
か
ね

ワ
ク
ワ
ク
教
室
な
が
さ
か

ワ
ク
ワ
ク
教
室
Kids

こ
ぶ
ち

武
川
児
童
館

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

母
と
子
の
教
室

母
と
子
の
教
室

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

ワ
ク
ワ
ク
教
室
kids
こ
ぶ
ち

ワ
ク
ワ
ク
教
室
む
か
わ

武
川
児
童
館

親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
体
験
午
前
10
時
～

2/3
申
込
〆
切

材
料
費
1000

円

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

節
分
豆
ま
き
午
前
11
時
～

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

ワ
ク
ワ
ク
教
室
す
た
ま

ワ
ク
ワ
ク
教
室
い
ず
み

ワ
ク
ワ
ク
教
室
は
く
し
ゅ
う

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

い
ず
み
ふ
れ
あ
い
児
童
館

こ
あ
ら
ル
ー
ム

母
と
子
の
相
談
室

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
く
と
っ
こ
」
を
保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、「
母
と
子
の
相
談
室
」
を
設
け
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
平
日
）

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

ほ
く
と
っ
こ
元
気
課

☎
42・

1401
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月
火

水
木

金
土

日
16

17
18

19
20

21
22

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん
お
別
れ
会

午
前
10
時
30
分
～

ワ
ク
ワ
ク
教
室
あ
け
の

ワ
ク
ワ
ク
教
室
Kids

こ
ぶ
ち

ワ
ク
ワ
ク
教
室
む
か
わ

【
7ヶ
月
児
相
談
】（
R1.7

生
ま
れ
対
象
）

お
別
れ
会

午
前
10
時
45
分
～

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
0～
6ヶ
月
）

午
前
10
時
30
分
～

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び

午
前
11
時
15
分
～

親
子
ス
キ
ン
タ
ッ
チ
教
室

～
小
児
は
り
体
験
～

午
前
11
時
～

※
要
申
込
み
先
着
10
組

セ
ル
フ
ケ
ア
体
操

午
前
10
時
30
分
～

長
坂
図
書
館
読
み
聞
か
せ

午
前
10
時
45
分
～

久
美
子
さ
ん
の
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

午
前
11
時
～

お
は
な
し
玉
手
箱

午
前
10
時
30
分
～

23
24

25
26

27
28

29

セ
ル
フ
ケ
ア
体
操

午
前
10
時
30
分
～

学
☆
防
⑤
家
庭
の
防
災
グ
ッ
ズ
・
備
蓄
品

午
前
10
時
30
分
～

ボ
ー
ル
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
！

午
前
10
時
～
11
時
45
分

お
た
の
し
み
会
午
前
11
時
～

※
要
申
込
み

い
た
だ
き
ま
す
の
会

午
前
11
時
20
分
～

誕
生
会
午
前
10
時
30
分
～

春
を
探
そ
う
（
小
学
生
）
午
後
2
時
～

明
野
児
童
館

い
ず
み
ふ
れ
あ
い
児
童
館

武
川
児
童
館

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ
先

一
覧

児
童
館
に
つ
い
て
は
…

子
育
て
応
援
課

☎
42・

1332

母
と
子
の
教
室
・
健
診

に
つ
い
て
は
…

ほ
く
と
っ
こ
元
気
課

☎
42・

1401

つ
ど
い
の
広
場

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

☎
42・

1401

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

☎
32・

8288

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

☎
36・

8280

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

☎
26・

3021

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
須
玉
保
育
園
・
南
部
こ
ど
も
園
）

☎
42・

5631

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

（
小
泉
保
育
園
・
北
部
こ
ど
も
園
）

☎
42・

5550

こ
あ
ら
ル
ー
ム

（
白
州
保
育
園
・
西
部
こ
ど
も
園
）

☎
35・

2306

児
童
館

明
野
児
童
館

☎
25・

3285

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

☎
42・

5377

い
ず
み
ふ
れ
あ
い
児
童
館

☎
38・

1211

武
川
児
童
館

☎
26・

3021

つ
ど
い
の
広
場
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
開
設
時
間
内
い
つ
で
も
）

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

16～
31
日

思
い
出
工
作
づ
く
り

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

9
～
13
日
製
作
「
似
顔
絵
を
描
こ
う
」

23～
27
日

身
体
測
定

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

3
～
月
末

手
形
つ
く
り

こ
あ
ら
ル
ー
ム

2
～
18
日
製
作
「
メ
モ
リ
ア
ル
ボ
ー
ド
」

5
～
6
日

親
子
遊
び
の
会

「
ほ
い
く
え
ん
ご
っ
こ
」

23～
27
日

身
体
測
定

市
立
病
院

塩
川
病
院

☎
42・

2221

甲
陽
病
院

☎
32・

3221

辺
見
診
療
所

☎
25・

2006

白
州
診
療
所

☎
35・

2009

























































































「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
会

午
前
11
時
20
分
～

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

母
と
子
の
教
室

母
と
子
の
教
室

母
と
子
の
教
室

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

こ
あ
ら
ル
ー
ム

つ
く
し
ん
ぼ
ル
ー
ム

こ
あ
ら
ル
ー
ム

防
災
マ
マ
を
お
招
き
し
て
「
乳

幼
児
の
い
る
家
庭
の
防
災
２
」

午
前
10
時
15
分
～

い
た
だ
き
ま
す
の
会

午
前
11
時
30
分
～

母
と
子
の
相
談
室

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、

「
母
と
子
の
相
談
室
」
を
設
け
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
相
談
を
お

受
け
い
た
し
ま
す
。

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
平
日
）

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
く
と
っ
こ
元
気
課

☎
42・

1401

母
と
子
の
教
室

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

は
っ
ぴ
い
た
ん
た
ん

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム

お
別
れ
会
＆
リ
ズ
ム
あ
そ
び

午
前
10
時
20
分
～

※
要
申
込
み
3/13

ま
で

ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

武
川
児
童
館

記
念
に
な
る
も
の
を
つ
く
ろ
う

（
小
学
生
）
午
後
3
時
30
分
～

駄
菓
子
屋
さ
ん
で
お
買
い
物

（
小
学
生
）
午
後
2
時
30
分
～

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館

こ
あ
ら
ル
ー
ム

須
玉
さ
わ
や
か
児
童
館
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子
育
て
と
福
祉

雇
用
と
産
業

教

育

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術

若
者
と
女
性
の
活
躍

健
幸
北
杜
を
支
え
る
基
盤

「2019 いいことチャレンジ健幸ほくと」延べ 2,516 人が参加
9 月の健康増進月間にあわせ、「自分の健康は自分で作る」として健康に関する活動を、個人・家
族・グループで取り組んでいただきました。
令和元年度は、延べ 2,516 人にご参加いただきました。

健康増進課 TEL 42-1335 FAX 42-1123

本年度は健康に関するアイデアも募集し、132 名から応募がありました。アイデアの内容としては
運動に関すること、食生活に関することが多く見られました。
健康づくり活動は、無理なくできることを継続して行うことが大切です。視点を変えると、日常の
すべてのことが健康に結びついているものです。
10 年後も笑顔の毎日が続くように「健康」を意識して生活しましょう。

皆さまの主な取組状況
1 位 運動（ウォーキング、体操、スポーツなど） 1,421 人
2 位 イベント（健康教室、健康講座などへの参加など） 582 人
3位 身体管理（体重測定、血圧測定など） 185 人
番外 食事（バランス）、リフレッシュ（旅行、食事会、歌）、畑作業、草取りなど

国民健康保険からお知らせ

現在お使いの有効期限は、令和 2年 3
月 31 日です。3 月中旬から下旬にかけ
て順次新年度の保険証を簡易書留にて
郵送します。これまで使用していた保
険証は、4月 1日以降に各自の責任で確
実に処分してください。

市民課 TEL 42-1331 FAX 42-1125

保険証を更新します 令和 2年度から有効期限が変更になります

これにより、令和 3 年度から新しい保険証の郵送
時期は 3月から、7月に変更となりますのでご注意く
ださい。

従来の有効期限 3月 31 日
➡

変更後の有効期限 7月 31 日

下記①から④の全ての条件にあてはまる場合、国民健康保険税は原則として世帯主の年金からの
特別徴収となり、4月支給分の年金から天引きが始まります。
なお、国民健康保険税の振替口座をご登録いただいている方は、口座振替でのお支払いとなり、特
別徴収の対象とはなりません。

国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）について

① 令和 2年度中、世帯主が国民健康保険の加入者である
② 令和 2年度中、世帯内の国民健康保険加入者全員が 65 歳以上 75 歳未満である
③ 特別徴収の対象となる年金の受給額が、年額 18 万円以上である
④ 国民健康保険税と介護保険料の合算額が、特別徴収の対象となる年金額の 1/2 を超えない

※特別徴収の対象となる世帯には事前にお知らせを送付します。
※ 4月・6月・8月は仮徴収期間となり、前年度に特別徴収だった方は 2月（6期）と同じ金額が、初
めて特別徴収になる方は前年度課税額の 1/6 の金額が暫定的に差し引かれます。
※本算定により年税額が確定した後、10 月・12 月・2月の徴収分で調整されます。
※今回特別徴収の対象となる方も、申し出により支払い方法を口座振替に変更することができます。

健幸づくりに挑戦しませんか！
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『でかけ～る』体験ボランティアを募集します！！
北杜市住民主体による高齢者の支え合い外出支援サービスモデル事業

市では、住民主体による高齢者の支え合い外出支援サービ
スモデル事業として、一人で外出が困難な高齢者や外出が不
安な高齢者に、付き添い、介助等の支援をしています。
「でかけ～る」は外出に対する安心感をもたらし、外出意欲を引き出し、介護を予防する
ことを目的としています。
外出支援のボランティア活動に関心のある方、一度体験してみませんか？
「でかけ～る」団体一同、皆さまのご参加をお持ちしています！！

介護支援課 TEL 42-1336 FAX 42-1125

住民主体型介護サービス補助金事業
地域で！仲間で！「高齢者通いの場」を作って楽しみませんか？
通いの場は、住民同士が集まり、活動内容を決め、ふれあいを通して「仲間づくり」「生きがい

づくり」「支え合い」の輪を広げる活動です。「人生 100 年時代」を迎える中で、健康寿命を延ば
し、介護予防の拠点となる活動です。
北杜市には、元気な高齢者がたくさんいます。楽しくおしゃべりしたり、情報交換したり、

困ったときは助け合ったり。「通いの場」を作って楽しんでみませんか？
〇高齢者通いの場運営費補助金制度をご利用ください。
市では、高齢者通いの場の運営に取り組む市民団体の活動を支援しています。

補助対象事業の内容 開催頻度 補助限度額

おおむね 65 歳以上の市民に対し、所要時間 2時
間以上の介護予防に資する通いの場を月 1 回以
上提供

月 1回以上 2回未満 年額 30,000 円

月 2回以上 4回未満 年額 108,000 円

月 4回以上 年額 216,000 円

介護支援課 TEL 42-1336 FAX 42-1125

補助金交付申請説明会
日 時 4 月 10 日㈮ 場 所 北杜市役所本庁舎 午後 2時～
※詳しくは、介護支援課までお問い合わせください。
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市
で
は
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
を
見
守
り
、
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
お
店
（
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
取
組
等
）
の

情
報
を
集
め
た
情
報
誌
『
ふ
く
ろ
う
の
宝
箱
』
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
情
報
誌
を
親
し
み
と
愛
着
を
も
っ
て
、
よ
り

多
く
の
高
齢
者
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
高
齢

者
に
や
さ
し
い
お
店
へ
の
加
入
店
を
募
集
し
て
い
ま

す
。多

く
の
お
店
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の

外
出
す
る
歓
び
、
楽
し
み
が
掻
き
立
て
ら
れ
ま
す
！

高
齢
者
に
や
さ
し
い
お
店
等
の
情
報
誌

『
ふ
く
ろ
う
の
宝
箱
』へ
の
加
入
店
募
集
！

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
お
店
が
目
印
で
す
♪

■
情
報
誌
「
ふ
く
ろ
う
の
宝
箱
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
、
介
護
支
援
課
・
各
総
合
支
所
地
域
市
民
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
介
護
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

介
護
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
42
・
１
３
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
１
１
２
５

 

 









































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
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
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
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















南アルプスユネスコエコパーク登録５周年記念事業
「釜無川右岸に材化石が…地層が…」

臨地見学学習会について
日 時 3 月 14 日㈯ 午前 10 時集合

午前 11 時 20 分解散
集合場所 北杜市公民館上教来石分館駐車場
内 容 釜無川右岸地層と材化石の現地見学会
講 師 小野 徹 氏（元山梨地学会会長）
参 加 料 無料
服 装 等 寒くない服装 長靴・軍手（5分ほど薮の中を歩きます）
申 込 み 生涯学習課
主 催 北杜市南アルプスユネスコエコパーク地域連絡会

生涯学習課 TEL 42-1373 FAX 42-1124

郷土資料館 TEL 32-6498 FAX 32-6497

北杜市郷土資料館企画展
「岸田夏子が描く清春の桜」

岸田夏子が描いた「清春の桜」三部作の展示と、北杜市内の
サクラをパネルで紹介します。
開催期間 3 月 21 日㈯～5月 10 日㈰
場 所 北杜市郷土資料館
開館時間 午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）
観 覧 料 一般（高校生以上）210 円 小中学生 100 円

団体 20 名以上：一般 100 円 小中学生 50 円
休 館 日 月曜日（休日の場合はその直後の休日でない日）、

休日の翌日
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生涯学習課 TEL 42-1373 FAX 42-1124

令和元年度山梨大学・北杜市連携事業
「芸術文化講座」第２回

北杜市と山梨大学は、平成 22 年に「包括的連携に関する協定書」を締結し、市と大学の共催
により事業を展開しています。今年度 2回目の、芸術文化講座を開催します

「バッハの合唱曲に親しむ ～歌と楽器のお話し～」
～バッハの最高傑作「マタイ受難曲」を楽しむために～

日 時 ① 3月 20 日（金・祝） レクチャー 午後１時～3時 30 分（90 分）
② 3月 21 日㈯ 公開リハーサルの鑑賞 午後 1時頃～（予定）
③ 3月 22 日㈰ 「マタイ受難曲」演奏会 午後 2時開演
※②のみの鑑賞はできません。①の受講からお願いします。

会 場 八ヶ岳やまびこホール
募集人数 100 人
対 象 者 音楽愛好者ならどなたでも。静かに聴いていただけるのであれば未就学児も可。
参 加 料 ①②は無料 ③一般の方は入場料 2,000 円のところ講座参加者は 1,000 円
講 師 片野耕喜（山梨大学大学院教育実践創成講座 教授）
出 演 奧村泰憲（バリトン歌手） 金子浩（リュート奏者）

平尾雅子（ヴィオラ・ダ・ガンバ奏者） 諸岡範澄（チェロ奏者）、
辰巳美納子（鍵盤奏者）

内 容 J.S.バッハの「マタイ受難曲」は音楽史に残る名曲と讃えられていますが、ドイツ語
作品であり演奏時間 3時間という長大な曲であるために、なかなか聴きにくいと思
われているかもしれません。そこで、美しく感動的な魅力をお伝えするために、そ
の内容をあらかじめ解説します。実際に一つのアリアを聴いていただき、曲の中で
使われる楽器（北杜市内で製作されているもの）についても知識を深めて、3月 22
日㈰の演奏をお聞きください。本公演前日の 21 日㈯のリハーサルでは明野少年少
女合唱団も参加したリハーサルをご覧いただけます。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、「
第
２
次
北
杜
市
食
と
農
の
杜
づ
く
り

計
画
（
第
２
次
北
杜
市
食
育
推
進
計
画
）」
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
方

・
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

・
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
個
人
お

よ
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

提
出
方
法

電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
。

提
出
様
式
は
自
由
で
す
。
氏
名
、
住
所
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

食
育
基
本
法
お
よ
び
北
杜
市
食
と
農
の
杜
づ
く
り

条
例
に
基
づ
く
計
画
で
す
。
行
政
、
市
民
、
教
育
関

係
者
、
生
産
者
お
よ
び
事
業
者
の
相
互
理
解
と
協
力

の
も
と
、
協
働
に
よ
り
「
食
育
」
の
推
進
を
図
り
、

そ
の
健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
農
業
が
持
続
的
に
発

展
す
る
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
取
組
期
間
を
令
和
２
～
６
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年

と
す
る
「
食
と
農
」
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定

め
た
も
の
で
す
。

※
公
表
・
募
集
は
３
月
19
日
㈭
ま
で
で
す
。

閲
覧
場
所

商
工
・
食
農
課
、
各
総
合
支
所
地
域
市
民
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

商
工
・
食
農
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
42
・
１
３
５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
５
２
１
６

E
-m
ail：
syokunou@
city.hokuto.yam
anashi.jp
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山
梨
県
を
は
じ
め
北
杜
市
を
含
む
Ｊ
Ｒ
中
央
線
沿

線
の
７
市
で
は
、
早
朝
特
急
列
車
等
の
運
行
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
し
、
運
行
に
向
け
た
提
案
を
す
る
組

織
と
し
て
「
中
央
本
線
の
利
用
促
進
お
よ
び
利
便
性

の
向
上
に
向
け
た
研
究
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
早
朝
特
急
列
車
等
の
運
行
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
調
査
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、こ
の
度「
早

朝
特
急
列
車
等
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
早
朝
特
急
列
車
等
の
運
行

へ
の
提
案
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間

３
月
１
日
㈰

４
月
30
日
㈭

調
査
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
き
、
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
研
究
会
を
構
成
し
て
い
る
沿
線
７
市
（
北
杜
市
・

甲
府
市
・
韮
崎
市
・
甲
斐
市
・
笛
吹
市
・
甲
州
市
・

山
梨
市
）
が
合
同
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
42
・
１
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
１
１
２
９

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
沿
線
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
28
年
４
月
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
は
議
会
の
同
意
を
得
て
市

長
が
任
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、農
地
の
集
積
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
を
す
る
た
め
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

募
集
人
数

農
業
委
員
24
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
23
人

対
象
者

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
農
業
委
員

会
の
所
掌
事
務
に
属
す
る
事
項
に
関
し
て
、
そ
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
者

任

期

７
月
下
旬
～
令
和
５
年
７
月
19
日

推
薦
ま
た
は
応
募
方
法

推
薦
書
ま
た
は
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
局
へ
の
郵

送
も
可
能
で
す
。

持
参
の
場
合
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
の
間
、
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
３
日
㈮
～
４
月
27
日
㈪
（
郵
送
の
場
合
は
、

当
日
消
印
有
効
）

※
募
集
要
項
、
推
薦
書
、
応
募
申
込
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
配
布

農
業
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
42
・
１
３
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
１
１
２
３

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
を
対
象
と
し
た
北
杜
市

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
清
掃
費
等
補
助
金
に
お
い

て
、
４
月
か
ら
物
件
改
修
事
業
の
補
助
対
象
を
拡
大

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
物
件
内
の
水
道
や
ガ
ス
、
電
気
等
の

設
備
に
係
る
事
業
を
補
助
対
象
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
空
き
家
の
所
有
者
が
バ
ン
ク
へ
登
録
を
考
え
た

と
き
、補
助
対
象
箇
所
以
外
の
改
修
が
必
要
と
な
り
、

経
済
的
負
担
か
ら
登
録
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、補
助
対
象
を
設
備
に
限
定
せ
ず
、

空
き
家
の
機
能
回
復
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
事

業
を
新
た
に
対
象
と
し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
や
移

住
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
物
件
改
修
事
業
は
、
賃
貸
物
件
と
し
て
バ

ン
ク
へ
登
録
し
た
物
件
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
も
の

・
主
要
構
造
部
の
修
繕
工
事

・
ト
イ
レ
、
風
呂
、
台
所
等
の
生
活
す
る
た
め
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
改
修
工
事

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
空
き
家
と
同
一
敷
地
内
に
存
す
る
車
庫
、
納
屋
、

倉
庫
等
の
改
修
工
事

・
外
構
工
事

※
補
助
金
の
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
補
助
対

象
経
費
が
５
万
円
以
上
の
も
の
で
、
１
事
業
１
件

あ
た
り
20
万
円
を
限
度
と
し
、
対
象
経
費
の
２
分

の
１
の
額
を
交
付
し
ま
す
。）

地
域
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
42
・
１
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
１
１
２
２

北
杜
市
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
清
掃
費

等
補
助
金

補
助
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
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今月のイベント

図書館 電話番号／ＦＡＸ 図書館 電話番号／ＦＡＸ
金田一春彦記念図書館 38-1211 ／ 38-1126 ながさか図書館 32-8228 ／ 32-8226
明野図書館 25-3285 ／ 25-3286 小淵沢図書館 42-1203 ／ 36-2285
すたま森の図書館 20-6112 ／ 20-6050 ライブラリーはくしゅう 35-5070 ／ 20-4550
たかね図書館 47-4784 ／ 47-4784 むかわ図書館 20-3019 ／ 20-3020
※休館日や開館時間は市内各図書館までお問い合わせいただくか、図書館カレンダーをご覧ください。
☆北杜市図書館ホームページ http://www.lib.city-hokuto.ed.jp ☆

方言講座
～コントで納得！

方言あれこれ～

3月 8日㈰ 午後 1時 30 分～ 場所：金田一春彦記念図書館 ことばの資料館
内容：チーム方言三味による甲州弁語り＆方言コント
対象：一般 入場無料 ※要申込み 問い合わせ：金田一春彦記念図書館

第 125 回大人のための
朗読会『やまびこ』

3月 20 日㈮ 午後 1時 30 分～ 場所：たかね図書館
作品：木内昇 /著『茗荷谷の猫』より「染井の桜」他 出演：東井出コスモスの会
対象：一般 入場無料 問い合わせ：たかね図書館

本でお花見！
さくら茶会

4月 3日㈮ 午前 11 時～午後 3時 場所：甲斐駒センターせせらぎ
内容：来館者を抹茶でおもてなしするとともに、桜関連の本を展示する。
対象：幼児～ 入場無料 問い合わせ：むかわ図書館

読み聞かせなど、定例のイベントも行っています。詳しくは、図書館へお
問い合わせください。 ＝まなびの杜パスポートポイント対象事業

北杜市図書館 検索

令和２年度 雑誌スポンサー募集中！

●雑誌スポンサー制度とは
事業者や個人が図書館に雑誌を提供するスポンサーになり、
提供する雑誌のカバーを広告媒体にして、図書館利用者にＰ
Ｒできる制度です。
●スポンサー期間
スポンサーとして決定した年度の 3月 31 日まで
●広告掲載について
定められた規格内であれば、デザインは自由です。
ただし、図書館の公共性や社会的信頼性を損なうものは除き
ます。

図書館を応援しませんか？図書館サービスの向上を図るため、
雑誌を提供していただけるスポンサーを募集します。

ブックリサイクル 「保存期限が過ぎた雑誌や本等をお譲りします。」
◇期 間：3月 1日㈰～ なくなり次第終了（※事前の予約･取り置きはできません。）
◇対象館：すたま森の図書館

表 紙：縦 3㎝×横 14㎝(中央より下部)
裏表紙：雑誌カバー寸法未満

●費用について
広告制作費や、雑誌の購入・納入にかかる費用は全額スポンサーの負担となります。
●応募方法
図書館が希望する雑誌の中から提供雑誌を選び、申請書に必要事項を記入の上、表示しようと思う広告の図案
や、原稿・事業者の事業概要や活動内容がわかる書類と共に近くの図書館に申請してください。
●問い合わせ先
詳しくは、北杜市図書館ホームページをご覧ください。
北杜市中央図書館 電話：42-1374 FAX：38-1126
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お
知
ら
せ

３

の



３

の







北
地
域







北
地
域



い
者


支
援
協

会

い
者


支
援
協

会



会
に
つ
い
て



会
に
つ
い
て

税

目

国
民
健
康
保
険
税
第
９
期

納
期
限

３
月
31
日
㈫

市
民
課

☎
42
・
１
３
３
１

北
杜
市
お
よ
び
韮
崎
市
の
障
が
い

者
（
児
）
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、

関
係
機
関
の
連
携
強
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
等
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
い
る
「
峡
北
地
域
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
」
の
全
体
会
を
開

催
し
ま
す
。









ー











ー



の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

「
あ
な
た
の
太
陽
光
発
電
所
は
健

康
で
す
か
？
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
で
も
っ
と
発
電
し
よ
う
！
」

３
月
17
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
受
付

午
後
１
時
～
）

場
所

山
梨
県
北
巨
摩
合
同
庁
舎

（
韮
崎
市
本
町
４
―
２
―
４
）

講
師

（
一
社
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
O
＆
M
協
議
会

三
井
物
産
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
㈱
ほ
か

内
容

①
講
演
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
終
了
後
の
太
陽
光

発
電
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
」

②
講
演
「
発
電
量
を
最
大
限
に
す
る

た
め
に
大
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

ポ
イ
ン
ト
」

③
太
陽
光
発
電
所
の
〝
健
康
診
断
〟

方
法

④
不
安
解
消
相
談
会

参
加
料

無
料
（
先
着
１
０
０
名

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

山
梨
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
課

☎
０
５
５
・
２
２
３
・
１
５
０
３

⁳
０
５
５
・
２
２
３
・
１
５
０
５






の


・


の
期







の


・


の
期


所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税

３
月
16
日
㈪
ま
で

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税

３
月
31
日
㈫
ま
で

申
告
書
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
に
は
、「
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
」
と
「
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身
元

確
認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
」
が
必
要
で
す
。

甲
府
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場

２
月
17
日
㈪
～
3
月
16
日
㈪

受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

相
談

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

甲
府
税
務
署
（
甲
府
合
同
庁
舎
）
５

階
会
議
室

※
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

３
月
１
日
㈰
は
開
場
。
会
場
が
混

雑
し
て
い
る
場
合
に
は
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

甲
府
合
同
庁
舎
の
駐
車
場
は
、
期

間
中
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
ご
来

署
の
際
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
商
品
券
を

お
持
ち
の
方
は
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

商
品
券
使
用
期
間

３
月
15
日
㈰
ま
で

購
入
さ
れ
ま
し
た
商
品
券
は
返
金

で
き
ま
せ
ん
。
３
月
15
日
㈰
ま
で

に
、
商
品
券
を
必
ず
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

福
祉
課

☎
42
・
１
３
３
４




ア


商
品
券




ア


商
品
券

使
用
期

に
つ
い
て

使
用
期

に
つ
い
て

山
梨
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
は
、
左
記
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

山
梨
県
最
低
賃
金

８
３
７
円

効
力
発
生
日

令
和
元
年
10
月
1
日

次
の
産
業
に
つ
い
て
は
、
特
定
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
定
最
低
賃
金

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業

９
１
３
円

効
力
発
生
日

令
和
２
年
１
月
12
日

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

９
１
８
円

効
力
発
生
日

令
和
元
年
12
月
12
日

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
・
２
２
５
・
２
８
５
４

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
・
２
２
４
・
５
６
１
６

山
梨
県
最

賃
金


山
梨
県
最

賃
金




さ

ま
し
た



さ

ま
し
た

３
月
18
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～

場

所

須
玉
ふ
れ
あ
い
館

対
象
者

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
、
関
係
者
や
関
心
の
あ

る
方
な
ど

内

容

①
令
和
元
年
度
活
動
報
告

②
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
」
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
お
よ
び
事
業

所
説
明

福
祉
課

☎
42
・
１
３
３
４

相
談

行
政
相
談
委
員
が
日
常
生
活
の
困

り
ご
と
や
ご
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

３
月
５
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所

高
根
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

高
根
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
４
１
⁳
47
・
３
７
７
８

３
月
９
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

場
所

明
野
総
合
支
所

明
野
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
２
１
⁳
25
・
３
０
６
４

３
月
10
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

場
所

武
川
総
合
支
所

武
川
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
８
１
⁳
26
・
２
５
３
８

３
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

場
所

大
泉
総
合
会
館

大
泉
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
６
１
⁳
38
・
４
２
１
１


政
相
談


政
相
談
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金
の


で


金
の


で

お


の
方
へ

お


の
方
へ

講
座
・

し

た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン

う
つ
病
の
方
と
そ
の
家
族
の
集
い
。

３
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

長
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
無
料
、
申
込
み
不
要

実
践
！
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
講
座

月
１
回
開
催
の
対
人
関
係
の
心
理

学
講
座
で
す
。
今
回
は
第
10
回
、

テ
ー
マ
は
｢あ
た
り
ま
え
の
価
値
を

再
認
識
す
る
」
で
す
。
全
12
回
の
講

座
で
す
が
、
ど
の
回
か
ら
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

３
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所

長
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定
員

20
人

資
料
代

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

申
込
み

３
月
19
日
㈭
ま
で
に

土
山

☎
０
９
０
・
８
６
９
３
・
６
５
０
７

（
法
の
施
行
日
）
か
ら
5
年
以
内
で
す
。

◇
一
時
金
の
金
額

３
２
０
万
円
（
一
律
）

山
梨
県
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受


・
相
談
窓
口

☎
０
５
５
・
２
２
３
・
１
３
６
０

⁳
０
５
５
・
２
２
３
・
１
４
７
５

受

時
間
午
前
８
時
30

～
午
後
５

時
15


甲
府
市
丸
の
内
１
―
６
―
１

山
梨

県
庁
本
館
５
階

子
育
て
政
策
課
内

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」

が
施
行
さ
れ
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

（
代
理
可
）
は
県
相
談
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方
は
次
の
①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
方
で
現
在
生
存
さ
れ

て
い
る
方

①
昭
和
23
年
9
月
11
日
か
ら
平
成
8

年
9
月
25
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生

保
護
法
に
基
づ
き
優
生
手
術
を
受
け

た
方
（
母
体
保
護
の
み
を
理
由
と
し

て
手
術
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

②
①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生
殖
を

不
能
に
す
る
手
術
ま
た
は
放
射
線
の

照
射
を
受
け
た
方

（
母
体
保
護
や
疾
病
の
治
療
を
目
的

と
す
る
な
ど
、
優
生
思
想
に
基
づ
く

も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
手
術

な
ど
を
受
け
た
方
を
除
き
ま
す
）

◇
請
求
手
続
き

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
窓
口
に

て
（
郵
送
可
）

請
求
期
限
は
、
平
成
31
年
4
月
24
日

旧
優
生
保
護
法
一
時

旧
優
生
保
護
法
一
時

金
受

・
相
談
窓
口

金
受

・
相
談
窓
口

甲
府
財
務
事
務
所
で
は
債
務
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の

助
言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
法
律

専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間
：
月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

厚
生
年
金
保
険
と
国
民
年
金
に
関

す
る
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

３
月
18
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

場

所

長
坂
総
合
支
所

内

容

各
種
相
談
、
申
請
受
付

担
当
者

竜
王
年
金
事
務
所
職
員

竜
王

金
事
務
所

☎
０
５
５
・
２
７
８
・
１
１
０
０




金
相
談




金
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

４

の

館
日

４
月
か
ら
開
館
時
間
が
統
一
さ
れ

ま
す
。

月
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
５
時
30
分

※
た
だ
し
、
29
日
㈬
は
休
館
で
す
。

場
所

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
情
報
配
信

ご
登
録
（
友
だ
ち
に
追
加
）
い
た

だ
く
と
随
時
情
報
を
受
け
取
れ
ま

す
。
北
杜
市
婚
活
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ほ
く
と
縁
結
び
」
よ
り
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

出
会
い
サ
ポ
ー
ト

ン
タ
ー

（

館
時
間
内
の

）

☎
０
８
０
・
１
９
１
８
・
０
１
０
６

企
画
課

☎
42
・
１
３
２
１
⁳
42
・
１
１
２
９



相
談



相
談

⁳
42
・
１
１
２
２

か
ざ
ぐ
る
ま
（

害
者
総
合
支
援

ン
タ
ー
）

☎
42
・
１
４
１
１
⁳
20
・
４
４
２
２

３
月
16
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

場
所

小
淵
沢
総
合
支
所

小
淵
沢
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
９
１
⁳
36
・
２
２
８
５

３
月
17
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

場
所

須
玉
総
合
支
所

須
玉
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
３
１
⁳
42
・
４
３
３
２

行
政
相
談
委
員
、人
権
擁
護
委
員
、

保
護
司
、
民
生
児
童
委
員
、
母
子
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

小
淵
沢
総
合
支
所

小
淵
沢
総
合
支
所
地
域
市
民
課

☎
42
・
１
４
９
１
⁳
36
・
２
２
８
５

合

相
談

合

相
談

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

財
務
省

甲
府
財
務
事
務
所

債
務

相
談
窓
口

☎
０
５
５
・
２
５
３
・
２
２
６
１

ま
な
び
の
杜
対
象
事
業

ま
な
び
の
杜
対
象
事
業

北
杜
市
郷
土
資

館

験
講
座

「
わ
ら
じ
作
り
」

わ
ら
じ
作
り
の
体
験
を
し
ま
す
。

3
月
22
日
㈰

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

場
所

北
杜
市
郷
土
資
料
館

対
象

一
般
（
要
申
込
）

定
員

5
人

参
加
料

100
円

申
込
み

3
月
3
日
㈫
～

郷
土
資

館

☎
32
・
６
４
９
８
⁳
32
・
６
４
９
７




北
の
杜

く
り
講
座




北
の
杜

く
り
講
座

～



を

用
し
て


～



を

用
し
て




物
の
生

を
～



物
の
生

を
～

「
森

く
り
作
業
を
学
ぼ
う
！
」

市
で
は
、
健
全
な
森
林
を
育
成
す

る
一
環
と
し
て
、
森
づ
く
り
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
森
林
・
林
業
に

関
す
る
知
識
・
技
術
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
「
北
の
杜
づ
く

り
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
講
座
は
「
間
伐
・
薪
づ
く

り
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
管
理
」
を
実
際

に
行
い
な
が
ら
実
践
的
な
技
術
を
学

び
ま
す
。

安
全
な
伐
倒
方
法
や
チ
ェ
ー
ン

23 広報ほくと 令和 2年 3月号



任
用
期
間

令
和
2
年
4
月
1
日

～
令
和
3
年
3
月
31
日

①
栄
養
士
（
栄
養
士
免
許
必
要
）

勤
務
地
・
時
間

北
杜
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
15
分
～
午
後
４
時
45
分
【
1
名
】

報
酬

月
額
１
５
６
、
０
９
７
円
～

②
調
理
師
（
調
理
師
免
許
有
）

調
理
員
（
調
理
師
免
許
な
し
）

勤
務
地
・
時
間

北
杜
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

【
若
干
名
】

北
杜
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時

【
若
干
名
】

小
淵
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

【
若
干
名
】

給
料

調
理
師
：
月
額
１
５
０
、
４
８
３

円
～
、
調
理
員
：
月
額
１
４
１
、
２
９
０
円
～

③
代
替
調
理
師
（
調
理
師
免
許
有
）

代
替
調
理
員（
調
理
師
免
許
な
し
）

勤
務
地
・
時
間

②
と
同
じ
【
各
施
設
・
若
干
名
】

給
料

代
替
調
理
師
：
時
給
９
５
５
円

～
、
代
替
調
理
員
：
時
給
８
９
７
円
～

学


食
調
理

等

学


食
調
理

等

を
募
集
し
ま
す

を
募
集
し
ま
す

各
地
区
公
民
館
等
で
保
健
福
祉
推
進

員
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
す
る
「
は
つ

ら
つ
シ
ル
バ
ー
の
つ
ど
い
」
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
講
師
の
方
を
募
集
し

ま
す
。

「
は
つ
ら
つ
シ
ル
バ
ー
の
つ
ど
い
」

と
は
、
介
護
予
防
に
関
す
る
基
本
的
な


ん
な
で




ラ




ん
な
で




ラ





２

度
「
は
つ
ら
つ

ル



２

度
「
は
つ
ら
つ

ル

バ
ー
の
つ

い
」
講

募
集


バ
ー
の
つ

い
」
講

募
集


募
集

知
識
の
普
及
啓
発
活
動
で
す
。
依
頼
申

請
の
あ
っ
た
公
民
館
等
に
、
究
極
の
介

護
予
防
の
知
識
や
コ
ツ
を
、
そ
の
道
の

専
門
家
で
あ
る
講
師
の
方
に
出
向
い
て

い
た
だ
き
、
約
一
時
間
程
度
の
講
座
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
で
の
介
護
予
防
に
対
す
る
普

及
啓
発
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、
ぜ
ひ
介
護
支
援
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
講
師
の
方
に
は
、
市
よ
り
報
酬
の

支
払
い
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
支
援
課

☎
42
・
１
３
３
６
⁳
42
・
１
１
２
５

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
支
援
課

☎
42
・
１
３
３
３

●
明
野
健
康

操
教
室

３
月
３
日
㈫

午
前
10
時
～
11
時

場
所

明
野
ゆ
う
ゆ
う
ふ
れ
あ
い
館

定
員

10
人

受
講
料

５
０
０
円

荒
河

☎
０
９
０
・
３
６
３
９
・
３
９
４
０

●
腰
痛
予
防

操
教
室

３
月
５
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
ち
さ
わ

定
員

15
人

受
講
料

５
０
０
円

盆
出

☎
０
９
０
・
５
１
９
８
・
９
９
３
８

●
手
仕
事
講
座

①
毛
糸
の
模
様
織
や
裂
き
織

②
木
工
作
教
室

①
３
月
７
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

②
３
月
26
日
㈭
、
３
月
27
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所

明
野
子
ど
も
美
術
館

定
員

10
人

受
講
料
①
子
ど
も

５
０
０
円

大
人

１
，
０
０
０
円

②
子
ど
も

１
，
０
０
０
円

大
人

２
，
０
０
０
円

松
崎

☎
25
・
５
３
４
０

●
折
り
紙
教
室

３
月
12
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
正
午

北
杜
市
民


企
画
講
座

北
杜
市
民


企
画
講
座

場
所

甲
斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

定
員

５
人

受
講
料

１
，
０
０
０
円
（
全
講
座
）

西
山

☎
35
・
２
２
５
４

●
い
き
い
き
絵
画
造
形
教
室

「
小
さ
な
春
野
菜
の
絵
手
紙
」

３
月
21
日
㈯

午
前
10
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

場
所

長
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人

受
講
料

１
，
６
０
０
円

吉
岡

☎
０
９
０
・
７
２
１
２
・
４
７
７
０

●
歌
声
カ
フ
ェ

ひ
ま
わ
り

３
月
27
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

明
野
ゆ
う
ゆ
う
ふ
れ
あ
い
館

定
員

10
人

受
講
料

５
０
０
円

吉
田

☎
25
・
３
６
７
０

応
募
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

都
道
府
県
認
定
調
査
員
研
修
を
修
了

し
て
い
る
方
。

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
付
）・
健
康
診
断
書

写
し
・
認
定
調
査
員
研
修
修
了
証
写

し
を
、
介
護
支
援
課
窓
口
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

○
都
道
府
県
認
定
調
査
員
研
修
を
修

了
し
て
い
な
い
が
、
認
定
調
査
員

に
興
味
の
あ
る
方

山
梨
県
認
定
調
査
員
研
修
へ
の
受

講
申
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
さ





度

介
護
保







度

介
護
保




調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て


調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

３
月
６
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時

場
所

塩
川
病
院

４
階
会
議
室

参
加
料

無
料

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

内
科
今
井
松
医
師
よ
り
「
糖

尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
」

理
学
療
法
士
、
薬
剤
師
に
よ
る
講
演
あ
り
。

そ
の
他
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
臨

床
検
査
技
師
に
も
相
談
可
。

塩
川
病
院

医
事
課

☎
42
・
２
２
２
１





度


３






度


３




病
予
防
教
室



病
予
防
教
室

ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
、
林

業
に
携
わ
る
方
々
か
ら
直
接
教
え
て

も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。
申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

３
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所

古
民
家
な
か
や
（
北
杜
市
須

玉
町
下
津
金
２
４
６
１
）

定
員

15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
な
お
、
当
選
者
に
は
後
日
、
案
内

通
知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

参
加
料

500
円
（
保
険
料
）

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
み

3
月
2
日
㈪
か
ら
3
月
6

日
㈮
ま
で

林
政
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

☎
4
・
１
３
５
３
⁳
4
・
５
２
１
６

※
申
込
み
期
限
：
３
月
５
日
ま
で
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 

 






















































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

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
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ヴァンフォーレ甲府 北杜市サンクスデー
250人を無料招待します。

※
①
②
全
て
に
お
い
て
、
週
5
日
、
1

日
7
時
間
30
分
勤
務
。
年
齢
不
問
。

通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
雇
用
保
険
、

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
制
度
有
り
。

学


食
課

☎
42
・
１
４
３
７
⁳
20
・
６
０
３
０

市

甲

病
院
職
員
募
集

【
正
規
・
臨
時
】

・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

【
臨
時
】

・
看
護
補
助
者
（
資
格
問
わ
ず
）

・
臨
床
検
査
技
師

施
設
見
学
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲

病
院
総
務
課☎

32
・
３
２
２
１

市

塩
川
病
院
職
員
募
集

【
正
規
・
臨
時
】

・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

・
薬
剤
師

【
臨
時
】

・
看
護
補
助
者
（
資
格
問
わ
ず
）

施
設
見
学
随
時
可
能
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

塩
川
病
院
総
務
課

☎
42
・
２
２
２
１

介
護
老
人
保
健
施
設
し
お
か
わ
福
寿

の
里
職
員
募
集

【
正
規
・
臨
時
】

・
看
護
師
・
准
看
護
師

・
介
護
福
祉
士

職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
を
募
集
し
ま
す

・
介
護
員
（
資
格
問
わ
ず
）

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
お
か
わ
福
寿
の
里
事
務
課

☎
42
・
４
６
０
４

総務課 TEL 4- FAX 4-

北杜市サンクスデーで選手と手をつないで入場する子どもたちを募集します。
対 象 市内在住の年長～小学校 3年生
募集人数 11 人
申し込み 総務課へ電話または来庁で
募集期間 3 月 16 日㈪～4月 10 日㈮
※応募者多数の場合は抽選となります。

日 時 5 月 10 日㈰ 14 時キックオフ
場 所 山梨中銀スタジアム
対戦相手 ジュビロ磐田
招待席種 メイン自由席、バック自由席、ホーム自由席
応募方法 来月の市広報（４月号）で掲載するＱＲコードから専用ページにアクセスし、

指定の手順でチケットを入手して下さい。
※チケットを入手するためには、同専用ページでＪリーグＩＤを取得する必要があります。
（取得は無料です）
申込期間 4 月 18 日㈯午前 10 時～5月 9日㈯正午まで
※先着順となります。また、席種ごとなくなり次第終了です。
応募条件 ・市内在住者 ・転売目的での入手禁止
お問い合わせ ㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ TEL 055-254-6867

エスコートキッズ募集

高
校
生
と
一
緒
に
楽
し
く
勉
強
し

よ
う
！

３
月
21
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所

長
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象

小
・
中
学
生
（
ど
な
た
で
も
）

参
加
料

無
料

持
ち
物

教
材
・
筆
記
用
具
・
飲
み
物

申
込
方
法

メ
ー
ル
に
て
（
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
名
・
連
絡
先
）

※
次
回
は
４
月
18
日
㈯
開
催
予
定

甲
陵
高

生
に
よ
る


塾

sa1koryo@
gm
ail.com

甲
陵
高

生
に
よ
る


塾

甲
陵
高

生
に
よ
る


塾

会
期
中
無
休
で
す
。

◆
石
原
英
次

現
代
ア
ー
ト
展

３
月
６
日
㈮
～
16
日
㈪

◆
市
村
四
方
子

絵
画
展

３
月
20
日
㈮
～
30
日
㈪

平

日

午
前
11
時
～
午
後
５
時
30
分

土
日
祝

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

お
い
で
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

32
・
１
１
６
１

お
い
で
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
い
で
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
交

通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
に
被
害
の
程

度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る

相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

自
動
車
事
故
だ
け
な
く
、
自
転

車
・
シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
幅
広
い
事
故

に
対
応
し
、
通
院
１
日
か
ら
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加
入
申
込
書
は
以
下
の
方
を
対
象
に

２
月
28
日
か
ら
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者

平
成
31
年
度
（
今
年
度
）
交
通
災

害
共
済
に
加
入
さ
れ
た
方

平
成
31
年
２
月
１
日
～
令
和
２
年

１
月
31
日
ま
で
に
北
杜
市
に
転
入

さ
れ
た
方

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書

を
総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

市
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、昨
年
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。加

入
申
込
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、総
務
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
市
民
課
に
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掛
金

年
額
５
０
０
円
（
１
人
あ
た
り
）

見
舞
金

死
亡

１
０
０
万
円

障
害

20
～
30
万
円

傷
害

１
～
18
万
円

総
務
課

☎
42
・
１
３
１
１
⁳
42
・
１
１
２
２




害


に




害


に

加
入
し
ま
せ
ん
か


加
入
し
ま
せ
ん
か


〝
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る

シ
ニ
ア
の
生
き
方
・
在
り
方
〟を
テ
ー

マ
に
、
来
年
度
さ
ら
に
進
化
す
る

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で
学
び

ま
せ
ん
か
。

入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
付

令
和
２
年
１
月
下
旬
か
ら

（
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
や
教
育

事
務
所
な
ど
で
配
付
予
定
）

出
願
受
付

令
和
２
年
２
月
３
日
㈪
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

修
業
年
限

２
年
（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
）

講
座
日

原
則
と
し
て
金
曜
日
（
月
平
均
２
回
）

費
用入

学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て
１

６
、
０
０
０
円
を
納
入

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

（
甲
府
方
面
）

☎
０
５
５
・
２
３
３
・
６
９
４
７

（
都
留
方
面
）

☎
０
５
５
４
・
４
５
・
７
３
３
５

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」


２

度
の
学

院
」


２

度
の
学

生
募
集
に
つ
い
て

生
募
集
に
つ
い
て

3
月
14
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分

場
所

山
梨
学
院
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

第
１
部

基
調
講
演

講
師

亀
石
倫
子
弁
護
士

第
２
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
・
２
３
５
・
７
２
０
２




操
作
に
つ
い
て




操
作
に
つ
い
て



る

ン
ポ






る

ン
ポ
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「広報ほくと」へ有料広告を掲載しませんか

政策秘書課 電話 ４２－１１６１ FAX ４２－１１２７
E‐Mail : volunteer@city.hokuto.yamanashi.jp

広報紙でイベントのお知らせやお店のＰＲをしませんか。
お店のオープンや会社ＰＲ・求人募集などにもお役立てください。

募集枠数 1 号につき 4枠（カラー 2枠 モノクロ 2枠）
広告サイズ 縦 50㎜×横 85㎜
掲載料 カラー 1ヶ月 20,950 円

モノクロ 1ヶ月 10,480 円
掲載場所 カラー ：裏表紙の最下段

モノクロ：入札欄または、くらしの情報ページ最下段
発行部数 毎号 18,700 部

※自治会へ加入している全世帯へ配付しています。
その他 申込みは 1ヶ月単位で。

1回の申込みで最長 3ヶ月まで掲載できます。

北杜市情報番組

【テレビ】10ch「週刊ほくとニュース」
（平日）午後 7時 30 分～8時、午後 10 時 30 分～11 時

（土日）午前 7時 30 分～8時、午後 0 時 30 分～ 1時

午後 7時 30 分～8時、午後 10 時 30 分～11 時

【ラジオ】エフエム八ヶ岳 82.2MHz

「北杜市役所からのお知らせ」
（月～金）午前 8 時～、9時～、10時～

午後 0 時 45分～、6時 45分～

（土・日）午前 11時 45分～



入 札 執 行 結 果
（令和 2年 1月 31 日執行・第 20 回）

入札
番号 案件名 履行場所 予定価格

（税込）
落札価格
（税込） 落札業者 工期・納期

227 市営サンコーポラス須玉団
地ガス風呂釜入替工事 須玉町藤田地内 29,810,000 全者辞退のため中止 R2.3.23

228 下水道管渠布設工事 須玉
第 1処理区第 31-1 工区 須玉町若神子地内 5,489,000 5,390,000 ㈲川久保興業所 R2.3.27

229 市道大八田 2 号線歩道設置
工事（1-2 工区）（明許） 長坂町大八田地内 19,514,000 19,250,000 特殊興業㈱ R2.7.10

230 市道小淵沢町 45 号線道路改
良工事（1-1 工区）（明許） 小淵沢町地内 10,263,000 10,175,000 ㈲宮沢工務店 R2.6.12

231 BMX 練習施設公衆トイレ設
置工事（明許） 長坂町小荒間地内 5,401,000 5,335,000 明立工業㈱ R2.5.20

232 武川浄水場原水濁度計更新
設置工事 武川町柳澤地内 6,963,000 6,875,000 幸電社㈱ R2.3.27

233 北杜市立保育園 園舎清掃
業務委託

北杜市立保育園
（15 園） 3,300,000 3,025,000 ㈲三友 R2.3.30

234 公用車（明野総合支所・緊急
車）購入 明野総合支所 3,190,000 入札者が 1者となったため不調 R2.3.30

235 北杜市立甲陽病院 除細動
装置購入 北杜市立甲陽病院 1,097,800 1,089,000 ㈲平穂医科器械 R2.3.13

236 北杜市立甲陽病院 電解分
析装置購入 北杜市立甲陽病院 1,628,000 1,573,000 マコト医科精機㈱ R2.3.25

237 北杜市立甲陽病院 薬液注
入器購入 北杜市立甲陽病院 971,300 781,000 ㈲平穂医科器械 R2.3.13

238 北杜市本庁舎及び各総合支
所ＡＥＤリース 北杜市内 3,920,400 1,841,400 セコム山梨㈱ R2.3.1～

R7.2.28

239 北杜市営住宅 消火器購入 北杜市内 1,051,600 990,000 ㈱大沢防災 R2.3.31

240 消防団員半長靴購入 北杜市内 7,392,000 6,930,000 ㈲中村ポンプ工作所 R2.3.19

241 白州体育館 トレーニング
機器購入 白州町鳥原地内 8,827,500 8,635,000 カミムラスポーツ R2.6.19

242 災害用備蓄食糧購入 北杜市内 1,017,500 900,900 櫻井呉服店 R2.3.27

243 南沢遺跡発掘調査報告書印
刷製本 白州町地内 1,012,000 957,000 峡北印刷㈱ R2.3.27

244 堰口遺跡発掘調査報告書印
刷製本 白州町地内 5,306,400 5,170,000 峡北印刷㈱ R2.3.27

27 広報ほくと 令和 2年 3月号
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2020
年
（
令
和
2
年
）
３
月
1
日
発
行

発
行
／
北
杜
市
編
集
／
政
策
秘
書
課

広
報
ほ
く
と
３
月
号

〒
408- 0188

山
梨
県
北
杜
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須
玉
町
大
豆
生
田
961- 1

TEL
0551- 42- 1111
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0551- 42- 1122
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w
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a nashi.j p

平成 31 年 3月 13 日
けんやくん
1歳のお誕生日おめでとう！
よく食べて、よく寝て、
よく遊んで毎日元気いっぱい！
これからもたくさんの
かわいい笑顔を見せてね☆

（高根町）
小林 栞弥

けんや
くん

3 月 お誕生日

市では公共交通機関や送迎の待ち時間など、中高校生が放課後の時間帯に気軽に立ち
寄れ、安全に過ごせる場所として、家でも学校でもない“第三の居場所”を開設します。
中高校生が主体となって、自ら考え活動できる施設づくりを目指していきます。

開設場所
長坂町農村環境改善センター
2階大会議室

対 象
中学生、高校生（市内外問わず）

開 設 日
月～金曜日の平日
（祝日、年末年始、学校の長期休業日
を除く）

午後 3時～8時



毎月誕生月のお子さんを紹介して
います。
お子さんの写真を掲載してみませ
んか？

※写真・コメント（70 字以内）の受付
は、誕生日前月の 1日からです。
（先着 8名程度・満 3歳まで）
※ 1 人のお子さんの複数回の掲載を
ご遠慮いただく場合があります。



政策秘書課 TEL 42-1161 FAX 42-1127

お子さんの募集お子さんの募集

2 月 19日㈬
オープン


